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健康被検者 16 名 (男性 12 名・女性 4 名・平均年齢 24.7±4 歳 )を対象とした。
この研究は Randomized, Double blinded, Cross-over trial として行った。
両側の咬筋に対して、グルタミン酸溶液 (1.0mol, 0.2ml)もしくは生理食塩
水 (0.9%, 0.2ml)を①皮下層②筋層③骨表層の 3 層の深度で注射を行った。
注射後、疼痛強度・持続時間や不快感等を測定した。また、圧力感受性試験、
疼痛領域の描写、 McGill 疼痛質問票への記入を行った。  







に有意差があり、注射 5 分後と 15 分後でも圧力感受性に有意差があった。  
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【結  論】  
本研究から、咬筋領域におけるグルタミン酸誘発疼痛は標的組織によって変
化することが示唆された。皮下層注射は筋層注射と比較して疼痛強度・不快
感が有意に高く、骨表層へのグルタミン酸注射は機械的刺激に対する深部感
覚の過敏化を認めた。今回得られた知見は、筋・筋膜性疼痛のさらなる理解
につながる可能性があった。  
